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  さまざまなかたちがある～多様性のあらわれ ではなく 

＜多層的＞＜多面的＞＜多義的＞←分析単位を「個人」とすることで（序章） 

  さまざまなかたちがあるようにみえるにすぎず、 

 家族がなければ、個人は生き抜いていくことが出来ない が明らかに 

 

家「族」であること  正統性を示すための系譜～血縁→血族 

地域的な広がり～地縁→姻族 

 

個々人とさまざまな諸集団を直接的に
．．．．

結びつける役割：＜社会圏子＞として 

「世帯構造」「集団」としてではなく、「社会的ネットワーク」（２章）とみる 

 

可能な限り広げておくこと、セーフティ・ネットは広く取る 

←モノはいずれなくなる可能性がある 

そこで（例外的なものとしてではなく）身体文化としても（「目減り」は生じない：３章） 

 

社会保障分野：＜社区＞への注目～新たな「単位制」？  

「職」（これも目減りしないか？）の継承とは違う方法で 

 

日本における公的な社会保険制度～血縁に限らない系譜を用いた柔軟な運用で今日に至る 

⇒裏面［現代日本の社会保険制度にみる扶養の範囲・その変遷］参照 

 

 

 

 

 

 

 

・特定の実態に対して柔軟に対応することによる現世世代の混乱・不平等  

レイ:公的年金制度 土台の違い 移行措置の有利不利 

・現代中国の医療体制改革における「○○化」への警告(５巻・４章：景論文)  

それが“社会化”であっても 

←本書のサブタイトルは「個人と家族の再編成」  

 

家族の解体（個人化）ではない、＜社会圏子＞としての家族を考察する意義 

 

「働く人」に対して、働かされ方
．．．

（職域
．．

単位）の実態に合わせながら、広くカバーしてきた 

が、職域で支えきれなくなる実態は、日本でも 例：厚生年金基金の代行返上、健康保険組合の解散 

⇒介護保険制度（2000年～）被保険者：40歳以上すべて コミュニティ
．．．．．．

（市町村）単位～地域
．．

包括支援センター 

⇒「働き方」の実態に合わせようとすると、個人
．．

単位になる例（確定拠出年金など） 

投資教育の不足元本割れの実態も 
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［現代日本の社会保険制度にみる扶養の範囲・その変遷］ 

 

・「被扶養者」の考え方  

＊健康保険の場合(相続よりも日常的) 被保険者がいる＝職場がある 

その範囲 生計維持→直系尊属、配偶者（×夫・妻）、子、孫、弟妹 

＋同一世帯→三親等内で上記非該当者  

※配偶者（届出をしていないが、事実上婚姻関係と 

同様の
．．．

事情にある者を含む
．．．．．．．．．

）の直系尊属も 

※兄弟姉妹・甥姪の配偶者もありうる←被保険者と配偶者で違い 

∟(血族と姻族) 

※「配偶者」で、届出をしていないが、事実上婚姻関係と同様の事情のある者
．．．．．．．．．

(死亡後も)の父母及び子  

健康保険法の成立は 1922(大正 11)年→「同様の事情」：出稼ぎの場合、届出が困難であったことから 

 

＊労災保険の介護補償～親族
．．

等（含む友人・知人）介護に現金給付有 介護保険では× 

 

・「配偶者」の位置づけ 

＊厚生年金保険 

「・・・被扶養配偶者を有する被保険者が負担した保険料について、当該被扶養配偶者が共同して負担し

たものであるという認識の下・・・」→一定期間における標準報酬の改定（２分の１） 

ただし「被扶養配偶者」は国民年金法における「第３号被保険者」でなければならない（３号分割） 

 

・「遺族」の考え方  

＊遺族厚生（共済）年金(1944年・昭和 19年成立)の場合： 

配偶者（「事実上」も含む）、子、父母、孫、祖父母 ×義父、義母 

＊遺族（補償）年金の場合(1947年・昭和 22年成立)の場合： 

配偶者（「事実上」も含む）、子、父母、孫、祖父母、兄弟姉妹       

∟重婚的内縁関係の場合でも認められる場合も 

（厚年:1980年・昭和 55年の社会保険庁通達 労災:1998年・平成 10年の厚生労働省労働基準局長通達） 

＊遺族基礎年金(1961年・昭和 36年～)の場合： 

子のある妻（×配偶者）もしくは子（妻でも子がいなければ×） 

 

・「保険者」の範囲 

＊健康保険制度の場合 負担は３割で共通 

［国民健康保険］  ［健康保険］                 ［共済組合］ 

市町村 職能団体 ／協会（全国～都道府県支部）組合（企業別）／ 中央省庁、地方公共団体、私学 

4800  400         3600        3000           1000 （単位：万人） 

一見すると多種多様のようだが、大きく分けると「職場」がない
．．

もの（市町村国保）とある
．．

もの  

⇒後期高齢者医療制度（2008年～）では、後期高齢者（75歳以上）は単独
．．

で被保険者 

枠組みは「広域連合」（都道府県単位）←大きいコミュニティ？ 

 
日本私立学校振興・共済事業団ホームページから引用 

 （短期給付（健康保険相当）の場合） 


